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令和 2年度 社協事業計画・予算の概要 ・・・・・ 。・

令和2年度 社協会計資金収支予算 (法人本部事業) 。。・

令和2年度 共同募金委員会会計予算 (寄付金サービス区分)他

枝幸町ボランティアセンター情報 他・ 。・・・・・・・

「社会福祉活動助成事業」募集のお知らせ 他・ 。・・・

心配ごと相談所開設のお知らせ 他 。・・・・ 。・・・・

社会福祉及び社協の「社」を目案化し、

「手を取ιl合って日月るい、しあわせな社会を

建設する響」を表現していきす。
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社会福祉協議会 (略称「社協」)は、昭和26年に制定された社会福祉事業法 (現在の「社会福祉法」)

を根拠として設立されている自主的な民間 (社会福祉法人)の社会福祉団体です。

「福祉豊かなまちづ<り 」は、特定の人々や機関、団体だけのものではありません。そこに住むすべて

の人々の生命と暮らしを守り高め、共に暮らせるまちづくりを願うことだと考えます。

社協もそうしたことを願い、様々な人々によって支えられています。
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えさしちょう社協だより

・じ
掛
ま
ち

令
和

２
年
度
　
事
業
計

画

・
予
算
が
決
定
し
ま
し
た

鰈
邊
蛹
晨
蝙

は
じ
め
に

日
本
は
、
社
会
福
祉
を
め
ぐ
っ
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
核
家

族
化
、
人
□
減
少
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
地
域
社
会
を

取
り
巻
＜
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
、
国
民
の
抱
え
る
福
祉

。
介
護
ニ
ー
ズ

は
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

現
在
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は

「地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け

た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
制
度

・
分
野

ご
と
の
縦
割
り
や
、
支
え
手
、
受
け
手
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
住
民

が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
て
解
決
で
き
る
体
制
づ
く
り
、
多
機

関
協
働
に
よ
る
総
合
的
な
相
談
体
制
づ
＜
り
等
、
地
域
を
と
も
に
創
っ

て
い
＜
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
福
祉
改
革
と
す
る
、
国
の
施
策

の
方
自
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
社
会
福
祉
法
人
は
透
明
性
の

あ
る
運
営
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
性

・
非
営
利
性
を
踏
ま

え
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
公
益
的
な
事
業
展
開
を
図
る
役
割

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
担
う
こ
と
に
な
り
、
社
会
福
祉
法
人
と
住
民
が
連

携
し
な
が
ら
、
新
た
な
体
制
づ
く
り
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
進

め
て
い
＜
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
枝
幸
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
地
域
住
民
主
体
に
よ
る
福
祉
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
介
護
保
険

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り

一
層
、
地
域
住
民
の
皆
様
や
行
政

・
福
祉

・
保
健

。
医
療

・
教
育
な
ど
の
関
係
機
関

。
団
体
と
連
携

。
協
働
し
、

新
た
な
福
祉
課
題
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
発
掘
や
相
互
の
調
整
を

す
す
め
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
役
割
を
担
う
公
共
性
を
持
っ
た
組

織
と
し
て
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
、

一
人
ひ
と
り
の
生
活
課
題
を
地
域
の
課
題
と
と
ら
え
、
課
題
解
決
に
向

け
積
極
的
に
各
種
事
業

・
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
協
の
特
性
を
活
か
し
た
総
合
的

・
横
断
的
な
展
開
が
で

き
る
よ
う
な
組
織
体
制
づ
く
り
や
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
解
決
カ

を
高
め
、
社
協
の
存
在
意
義
を
積
極
的
に
発
信
し
、
本
年
度
も

「
第
５

期
地
域
福
祉
実
践
計
画
」
を
も
と
に
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
福

祉
事
業
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
立
で
き
る

「社
協
」
を
目
指
し
、
役
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
日
々

取
り
組
む
と
と
も
に
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
別

目
標
に
沿
っ
て
法
人
経
営
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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地
域
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心

・
安
全
に
暮
ら
し

つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
福
祉
の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
積

極
的
に
社
協
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
実
施
効
果

や
コ
ス
ト
把
握
な
ど
の
検
証
に
努
め
、
効
率
的
で
効
果
的
な
事

業
運
営
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
協
事
業
を
実
践
す
る
う
え
で
、
職
員
の
資
質
が

最
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
ま
す
の
で
、
処
遇
の
改
善
に
努
め
つ

つ
適
切
な
労
務
管
理
の
も
と
に
職
場
の
内
部
、
外
部
に
お
け
る

研
修
体
制
を

一
層
強
化
し
、
法
人
組
織
の
活
性
化
に
向
け
た
人

事
管
理
体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○

法
人
全
体
の
運
営

　

　

．

口
　
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

社
会
福
祉
法
に
基
づ
＜
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組

織
と
し
て
の
役
割
、
公
共
的
、
公
益
的
な
使
命
を
発
揮
し
、
地

域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
組
織

・
団
体
等
の
積
極
的
な
参
加
に

よ
っ
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の
に
相
応
し
い
組
織

・

運
営
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

○

福
祉
課
題
の
把
握

○

福
祉
教
育

・
啓
発
活
動

○

地
域
福
祉
活
動
事
業
の
実
施

○

当
事
者
組
織
等
の
活
動
支
援

○

量
（同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
へ
の
協
力

○

心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

○

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

・
福
祉
資
金
貸
付
事
業

○

振
り
込
め
詐
欺
等
の
消
費
者
被
害
防
止
へ
の
対
応

○

社
協
の
信
頼

ｏ
適
正
性
の
確
保

○

非
常
災
害
時
体
制
の
確
立

○

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
振
興
、
支
援

躙
― 1警警

~

鯰
甦
た
が
い
畿
鶴
♂
ヽ
♂

日
　
は
社
撃
―
ぽ
ス
穐
畢
一文
攘

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
地
域
住
民
の
立
場
に
立
ち
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
在
宅
生
活
の
支
援
に
向
け
た

相
談
援
助
、
支
援
活
動
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
の
向
上
に
向
け
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
機

関
を
始
め
と
す
る
多
様
な
社
会
次貝
源
の
情
報
提
供
、
連

絡
調
整
を
行
う
た
め
に
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

⑮

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

の
運
営

□
一　
額
犠
福
祉
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
し
て
中
立
性
、
公
共
性
に

配
慮
し
、
職
員
の
各
種
研
修
を
通
じ
て
専
門
的
な
知
識

や
技
術
及
び
意
欲
を
高
め
、
地
域
の
福
祉
課
題
に
即
応

し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
と
し
て
資
格
職
の
雇
用
促
進
に
繋
が

る
よ
う
、
実
習
者
の
受
入
れ
に
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。

○

居
宅
介
護
支
援
事
業
の
運
営
　
　
　
　
　
妙
て
レ

○

訪
間
介
護
事
業
の
運
営
　
　
　
　
　
　
　
妙
～
む

③

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営

く
ジ
ー

○

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
受
託

あ
ン

１ヽ

く

、

隋
・
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艤
軽罐

枝
幸
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
去
る
二
月
十
六
日
に

理
事
会
●
二
十
四
日
に
評
議
員
会
を
開
催
予
定
で
し
た
が
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
伴
い
、
書
面

審
議
に
切
り
替
え
ヽ
理
事
・
評
議
・員
全
員
の
同
意
を
得
て
、

事
業
計
画
一
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
概
要‐
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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会 費 1,364

寄附金 a"0

単位 :千円貸付事業 301

事業267

到 1旦金 783

障害福祉サービス等事業 226
受取利息配当金 110

そ(釧也 82

′ζヽ孝材双′諄冨社断責立藍罰産調則葬i ]Q777

サービス区分潤腺入金 13,782

‐■
=‐

経常経費補助金

驚 356

受託金
lИ,1∞

介護保険事業
51,382

人件費 116βη

事業費

電 504

法 人 運 営 事 業 41, 175 社会福祉協議会運営

共 同 募 金 配 分 金 事 業 8, 542 ボランティア指定校助成・各団体への助成他

地 域 福 祉 活 動 事 業 6, 347 いきいき交流会・ふれあいサロン。その他地域福祉活動事業

居 宅 介 護 等 事 業 30, 432 ホームヘルプサービス事業

居 宅 介 護 支 援 事 業 31, 029 介護認定調査・ケアプラン作成・サービス調整

地域包括支援センター事業 28, 926 総合的相談窓□・介護予防マネジメント他

地 域 支 援 事 業 12, 360 自立支援サービス事業

ボランテイアセンター事業 6, 300 ボランティア活動助成・支援。金品の受入等

貸 付 事 業 560 各種資金の貸付

心 配 こ と 相 談 事 業 80 心配こと相談所の開設

枝幸町保健福祉センター管理運営事業 10, 329 枝幸町保健福祉センターの管理運営

Nα4 3 5月 号 3

事務費 4967

寄附金 32Ю

貸付事業 401

負担金
"積立資産 2337

サービス区分間繰入金 13,782

1761018101

予備費 ]∞

6:0"

_ヽ

一莉
一蒻

令和2年度  社協会計事業別予算  (単位:千円)

サ■ビス区分 ‐繭曇麟 閻
鶴W菖
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lll`コ 計 ■7101111111111111111111111111111018101
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毎年地区別に実施している「ふれあい交流会」が、今年度1誹

風烈布・音標地区のお年寄りを対象に、風烈布Dミ ュニティ

センターで開催されました。

当日は、各地区の民生委員さんや自治会の方々 にお手伝し`

頂き参加者3年名が集まって

交流t深めました。

簡単なゲームや軽スボー1ソ

で体を動かし、昼合時に

行ったビレゴげ―ムで1庁

大し`|こ 盛り上がり、楽しし`

ひと時t過きしました。

今和2年 2月 1年日(金)枝幸中学校2年生他57名が

町内の高齢者住宅の除雪ボうレティアを行し`ました。

今年1庁 雪が比較的少かった

ですが、慣れない除雪作業に

汗t流しながら、一生懸命行

ってし`ました。

えさしちょう

1,700

共同募金

今和2年 1月 25日 (土)歌登中学校全校生徒

31名及ぴ教員・保護者15名によろ除雪ボう

レティアが行われ、町内

の独居0高齢者住宅の

除雪作業を行し`ました。

一萎
輩
轟
葬
讐
桑
三
言
辱
萎
≪
皐
一

枝
幸
町
共
同
募
金
委
員
会

■
基
本
方
針

は
じ
め
に

長
引
＜
経
済
不
況
、
核
家
族
化
・少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
域
福
祉
を
取
り
巻
＜
環
境
が
大
き
＜
変
化
し
、
様
々
な
福

祉
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。高

齢
者
や
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
、
防
災
・防
犯
、
環
境
保

全
と
い
っ
た
住
民
に
直
結
す
る
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
本
会
に
お
い
て
も
助
成
を
通
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
を
図
れ
る
よ
う
、
基
本
方
針
を
も
と
に
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

共
同
募
金
は
助
成
を
通
じ
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
と

と
も
に
、
解
決
を
担
う
活
動
主
体
の
育
成
や
活
動
主
体
間
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
に
よ
る
住
民
参
加
を
促
進
し
、
地
域
に

暮
ら
す
人
々
が
共
に
助
け
合
い
。支
え
合
い
、
「住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
事
の
で
き
る
町
づ
＜
り
」を
目
指

し
、
ま
た
助
成
に
よ
る
活
動
の
成
果
を
社
会
に
発
信
す
る
こ

と
で
、
世
論
の
喚
起
や
制
度
の
見
直
し
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の

創
造
な
ど
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
も
、
住
民
参
加
型
の
運
動
を
目
指
し
、
関
係

機
関
が

一
体
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
住
民
、
自
治

会
・町
内
会
、
民
生
委
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な

共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
に
と
つ
て

わ
か
り
や
す
＜
透
明
性
の

あ
る
、
参
加
し
や
す
い
運

営
を
行
い
情
報
公
開
に
努

め
ま
す
。
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法人内部間取31
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5,300

寄附金合計

9,184
単位 :千円

雑収入 1

共同募金配分金

7,481

藪閥共同募金以

外寄附金等

災害たす|ナあい

義援金収入 1
共同募金以外

寄附金配分金 3
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ボランディアセンターヘ御寄付
いただき、感謝申し上げます。

ボランテイアセンターヘたくさんの善意が寄せられ、′むからお礼申し上げます。

平成31年 4月 l日 から今和2年3月 31日 までの 1年間に寄せられた善意は次のとおり

でしたので、ご報告致します。

◆一般社会福祉事業ヘ

枝幸地区

71イ牛・。・|,852,610円

歌登地区

17イ牛・・・l,737,300円

◆指定団体への預託

枝幸地区  73イ牛…3,815,000円

◆指定団体への物品預託

枝幸地区  3件
社会福社協議会への寄付金は、社会福社事業に役立てられます。

■・ ',
・●

●

〔敬称略】

膨琲鮨袋蟄iはR饒瞼塁瓢勒 tくきたoぜ寄付、ぁLJず亡ぅ言ざぃ誹言!
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警
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憮
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氣

歌登中学校 22,200g

ξ・ ≒ョ

捗

Ｆ
ｎ

） 攀嘔 鰊靡

(梅ヶ枝田]) 鈴木 かな え 亡き母の香典返しを廃して

(北 浜 町 ) 藤 原 一 枝 亡さ夫の香典返しを廃して 6万 円

(乙 忠 部 ) 川 村 貝」子 亡き夫の香典返しを廃して 5万円

(L日 臼 ) 自 幡 国 子 亡き夫の香典返しを廃して 」○万円

匿 名 希 望 一般社会福祉事業へ 2干 円

(風 烈 布 ) 小 林 貴 之 亡き父の香典返しを廃して 10万円

(北 幸 日]) 清 水 喜 郎 亡き父の香典返しを廃して 2刀円

(北 栄 0]) 宮 下 英 郎 亡き長男の香典返しを廃して 5万円

0毎ヶ枝0]) 鈴 木 多 香 亡き母の香典返しを廃して 6万 円

(新 栄 0]) 3 延賀津 亡き母の香典返しを廃して 5万 円

(音 標 ) 山 本 長 男 亡き母の香興返しを廃して 35万円

(風 烈 布 ) 高 橋 宗 治 亡き母の香典返しを廃して 24万円

(音 標 ) 朋 恵 亡き夫の香典返しを廃して 」5万 円

(南 浜 田]) 田 中 玲 子 亡さ夫の香典返しを廃して 」万円

(新 栄 町 ) 齋 藤 薫 子 亡き夫の香典返しを廃して 5万 円

(札 幌 市 ) 3丼 仁 明 亡き母の香典返しを廃して 5万 円

(名 寄 市 ) 米 田 朝 夫 亡き母の香典返しを廃して 5万 円

(南 町 )

和 田 哲 哉

高 橋 昌 子

亡き母の香典返しを廃して

亡き母の香典返しを廃して

5万 円

5万 円

(桧 垣 町 ) 野 尻 和 男 亡き父の香典返しを廃して 5万 円

(大 奮 ) 内 田 入 寿 亡き妻の香典返しを廃して 5万 円

(南 田]) 酒 丼 和 子 亡き長男の香典返しを廃して 5万 円

(南 田]) 榊 原  登 亡き妻の香典返しを廃して 3万 円

(西 日]) 佐 藤 悦 子 亡き夫の香典返しを廃して 3万円

(東 0]) 三谷みつ子 亡き夫の香典返しを廃して ¬0万円

(西 日]) 高 橋 しの ぷ 亡き母の香典返しを廃して 5万 円

No43 5月 号
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えさしちょう社協だより

1般預託につきまして|ま社会福祉事業に有効活用させていただきtlll指定預託につきましては指定の各預託先へ振り込み
|き

|ltllllttl｀ |:た t`ヽマお`ります。令和2年 1月 1日 ～3月 31日現在の預託|よ茨
.(7:)と

お`
''~で

したので、ご報告させていただ
｀
きます:
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5万円
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えさしちょう社協だより

一〓
・

【敬 称

■

柳 橋  淳 一 14,669 下 LL秀 明 5,090 上   清 数 2,890 野 田 芽 唯 |,520 新 田 留 美 子 690
教 育 委 員 会 13,900 石 り|1 真 澄 5,060 高 口 知 津 子 2,890 白 取 枝 利 子 |,510 平 岡 タ カ 子 690
折 居 ナ サ 13,765 澤 田 歩 輝 5,058 梅 津 恙 郎 2,880 ニ ッ 森  薫 |,500 藤 澤 雅 美 680
今  と も 子 12,557 小 又 真 由 美 5,040 佐藤保子・仲沢明美 2,849 日 下 三 恵 子 |,489 木 村 善 ― 680
枝幸漁業協同組合 ||,578 古 永   功 4,958 森 山 ,羊 子 2,830 田 村 真 澄 1,482 ス タ ミナ 商 店 675
吉 田 登 代 子 ||,358 松 嶋 星 憲 4,850 領 毛 弘 子 2,770 後 藤 敏 夫 |,430 鷲 野 マ サ エ 665
宗谷南農協給油所 ||,227 上 由 美 4,840 照 井 禾口 子 2,723 フラダンスサークル |,410 禿   優 子 650
宗谷バス枝幸(営 ) ||,100 西 野 4,742 山 田 キ ミ 2,715 木 村 房 子 |,405 後 藤 文 男 642
井 上 紀 子 ||,060 鹿内ツル・三木輝雄 4,740 石 橋   絆 2,650 柳 橋 ほ の か 1,400 根 本   実 640
村 谷 ス ミ 10,820 畠 山 玄 兜 4,670 ゆず・りおん.こ はく 2,650 札 場 由 雄 |,390 村 山 木 材 618
澤 田 弥 飛 10,490 森 本 エ ミ 4,550 日 赤 奉 仕 団 2,620 真 壁 幸 子 |,360 佐 賀 洋 子 600
第六十六幸運丸 10,227 南宗谷消防組合 4,533 工 藤 裕 子 2,540 遠 山 登 美 子 |,350 開 地   保 600
田中凌羽・翔生 10,200 枝幸町歌登 渡辺 4,440 天 野 規 子 2,450 佐 藤 禾口 子 |,350 乙忠部 郵 便 局 590
柴 田 泰 夫 10,150 横  内   正 4,408 山 本 利 男 2,445 今  の り 子 |,340 竹 ,甫  ナ ミ 580
烏浜琉陽・妃璃夏・|]「寧瑠 10,120 三 国 谷 健 吾 4,393 葛 西  誡 2,396 後 藤 文 子 |,320 中 島 幸 雄 580
田 辺 谷 忠 男 10,020 岩 谷 京 子 4,380 石 橋 商 事 い 2,395 大 黒 谷 み ゆ き |,280 佐 藤 典 子 570
前 田 宗 隆 9,835 増 輪 靖 子 4,235 斉 藤 裕 子 2,390 よ   し |,260 大 原 友 子 565
山 田 日召 男 9,600 藤 原   佑 4,200 三宅彩幸・イ吹斗 2,380 工 藤 姫 美 子 |,260 榊 原 幸 子 530
柳 本 利 子 9,260 渡 辺 杏 奈 4,200 三 国 ユ キ エ 2,347 松  山 矢口 子 |,260 村 LL喜 代 美 520
枝 幸 商 事 0 9,244 佐 々 木 京 子 4,165 工 藤 美 枝 子 2,310 砂 田 繁 貴 |,255 横 '兵 一 夫 510
橋 本 良 夫 9,080 キ同幸江、高嬌雅哉.史哉.沙議 4,082 俊浜  岸 2,305 雨 堤 明 美 1,250 歌 登 診 療 所 500
布 り|1 正 勝 8,797 閉長谷川工務店 4,000 後 藤 み き 2,200 授 産 所 ― 同 |,250 深 井 節 子 500
菅 野   功 8,650 福 井 み ど リ 3,974 高 橋 尚 美 2,18(7 宮 り|1 秀 雄 |,246 和 田 哲 哉 480
東 田 和 裕 8,495 味 処 の ん き 3,969 カラオケボックスブルームーン 2,184 樋 口 富 美 雄 |,230 内 藤 幸 子 470
水 尾 節 子 8,465 金 野 元 一 3,936 清 水 ハ ナ 2,127 山 下 光 雄 |,222 佐 藤 菜 々 海 430
松 尾 和 司 8,190 佐 賀 恵 美 子 3,800 小 竹 息 子 2,065 佐 藤 順 子 |,200 若 林 静 子 423
東   聡 8,120 南 イ山 食 堂 3,800 平 池 智 息 子 2,057 佐 藤 勝 己 |,172 伊 東 美 咲 希 420
黒 宮 正 晃 8,041 里予 呂 勇 3,730 長 倉 是 子 2,000 田中食品センター |,127 吉 田 道 子 400
今井潤・高橋冷二 7,880 雨 堤 光 子 3,668 しゅうちゃんのばあちゃん |,997 岡島自治会婦人部 |,125 本 木   尽 400
戸 田 秋 子 7,746 渡 辺 利 雄 3,630 浦    豊 |,(770 田 中 美 代 子 |,120 下 村 京 子 390
村 松 昌 幸 7,164 大 平 キ ミ 3,605 河 村   亨 |,965 秋 野 扶 士 江 |,|10 田 村 省 吾 380
葛 西 洋 子 6,990 赤 坂 信 3,590 高 橋  昌 子 |,920 河 辺 石 油 閉 |,081 上 道 輝 美 367
田 オ寸 末 士 6,949 土 谷 里 美 3,530 乾   裕 美 |,910 小 山 テ イ 子 |,080 工 藤 重 美 340
ネ昌 田   稔 6,930 工 藤 憲 子 3,500 佐 藤 義 仁 l,905 珠佑・佑聖・皇佑 |,060 丸 山 矢口 穂 340
阿 部 粂 吉 6,920 石 丸 チ ヱ 子 3,464 佐 藤   」

1今 |,880 山 り|1 悦  子 |,050 佐 藤 き よ 子 304
枝幸警察署有恙一同 6,920 金 森 糸己 子 3,391 plccOro |,840 根 木 陽 子 l,040 佐 藤 智 子 300
桜 庭 良 子 6,900 仲沢明美,前 田由紀子 3,380 山 口 忠 司 |,784 安 藤 ,台  美 |,032 村 田 裕 治 300
特養老人ホーム歌翠園 6,744 山 り|1 敏 政 3,315 高 谷 武 夫 |,775 佐 藤 英 子 |,000 成 澤 る り 子 290
樋口侑菜・果帆 6,660 山 川 喜 美 子 3,310 佐 藤 浩 賞 |,770 高 田 無 津 子 974 西 海 智 恵 290
今  茉 理 佳 6,505 枝幸小5年 生一同 3,290 蝦 名 裕 子 |,763 井 野 彩 里 845 清 水 繁 雄 260
長内征二・則子 6,500 官 下 カ ヲ ル 3,280 和 田 ク ニ 子 |,740 歌登東町 岡崎 830 能 ,尺  忠 恙 260
奥 寺 敏 美 6,228 葛 西 俗 子 3,230 澤 田 ひ ら り |,700 あ さ くら温 泉 811 西 海 誓 一 240
坂 川 ケ イ 子 6,194 な  な  み 3,213 中 野   進 |,700 佐 藤 定 光 800 佐 藤   緑 229
白 石 善 幸 5,970 中井悧旺・こ桜 3,150 西 方 静 子 |,694 成 沢 靖 夫 800 福 田 ま ひ ろ 220
桜 井 節 子 5,890 川 合 美 咲 3,090 芝 垣 蛉 子 |,685 清 水 喜 郎 771 松 村 真 理 220
丸高高田商店従業員―同 5,791 土 谷 雄 子 3,087 天 野 昭 |,680 三 木 れ い 子 770 菅原真由美・あゆみ 200
秋 元 武 幸 5,680 大 峰 み つ 子 3,085 渡 辺 道 子 |,670 藤 尾 俊 郎 760 北陽工業いⅢ砂田機械 200
浜 中 'い 奈 5,680 川 口 節 子 3,058 熊 谷 フ ミ 子 |,660 千 葉 良 子 750 荒 屋 信 子 190
桃 山 節 子 5,439 重 清 秀 博 3,054 小  田  島 |,652 伊 藤 ン` ル 子 740 小 笠 原 光 康
徳 恙別捕 獲場 5,373 伊 藤 ひ で き 3,050 泉  タ エ 子 |,640 佐 藤 宏 行 728 能 戸 重 子 180

中 本寸 キ ン 5,250 和  田 3,050 稚内土木現業所歌登出張所 |,630 秋 田 谷 シ ゲ 725 北 幸 町 大 宮 138

本通 ロ    ロ圭 5,250 枝 幸 郵 便 局 3,016 横 浜 愛 姫 |,620 西 澤   京 720 今 井 ス ミ エ 130

後 藤 牧 場 5,240 辻 井   正 3,005 中 野 啓 子 |,580 安日建設榊徳恙別橋補修現場 720 笹 川 め ぐ み 130

船 木 ひ と み 5,240 根 木 茂 雄 2,988 田 中 賢 萱 |,540 石  り|| キ エ 710 今 野 美 規 子 |15

若 狭 君 紀 5,225 田 端 有F 美 2,970 デイサービスセンター歌翠園 |,540 村 田 具 由 美 702 錦 織 蓮・舞 |10

,也  田   勇 5,174 で る じ ゃ ん 2,930 山 田 れ い 子 |,540 西 條 美 和 子 700 野 口 恵 美 子 90

成 田 幸 枝 5,140 細 り|1 遥 大 2,910 櫛 部 靖 男 |,520 訪問看護ステーション 695 西 川 サ チ 子 22

No43 5月 号 6

_. ■. ||.||■  社協だよりNo42号に引き続き、今和元年12月 31日 現在までの
.. .■||■■■||■■||■111リ ングプル寄付者345名 のうち、掲載しきれなかった285名 の寄付者、

■|■|||||||||■ 11‐
~|■

||1合計数量を掲載いたします。
■ |||||||■■|||  ■■・・

‐・ ご氏名に誤りがございましたら、誡に申し訳ございませんが社会
|・ ‐‐ ‐‐          ネ昌祉協議会(62-2601)ま でご連絡ください。
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=

敏量(g)

180



枝
幸
町
社
会
福
社
塑
一菌
（で
は
、
町
内
に
お
い
て
社
会
福
祉
の
向
上

を
め
ざ
し
た
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
、

活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
次

の
各
号

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
、

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
１
）
団
体
の
活
動
が
広
＜
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
。

（
２
）
自
主
的
な
活
動
と
し
て
会
員
会
費
制
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
。

（
３
）
他
の
団
体

・
個
人

（会
員
個
人
一会

フロむ
）
に
対
し
て
、

助
成
金
等

を
支
出
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
４
）
事
業
予
算

の
１
／
４
は
他
の
財
源

（
民
間
助
成
金

・
自
主
財
源
等
）

を
活
用
し
て
い
る
こ
と
。

（５
）
１
年
以
上
の
活
「瓢
天
績
が
あ
る
も
の
で

構
成
す
る
会
員
が
五
人

以
上
有
す
る
こ
と
。

（
６
）
特
定
の
政
治
団
体

・
宗
教
団
体
な
ど
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
。

枝
幸
町
社
会
福
祉
邸
一菌
ムで
は
、

「地
域
の
拠
点
に
、
住
民
で

あ
る
当
事
者
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
が
共
同
し
て
企
画
を
し
、
量
（に

運
営
し
て
い
く
、
楽
し
い
仲
間
づ
く
り
の
活
動
」
と
い
う
定
義
に

よ
り
、
一局
断
者
や
障
害
者
・
子
育
て
中
の
親
と
い
っ
た
、
閉
じ
こ

も
り
孤
立
し
が
ち
な
人
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
あ
る
住
民
と

共
に
地
域
の
中
で
、
い
き
い
き
と
一西
民
に
生
活
で
き
る
つ
な
が
り

を
も
つ
場

（＝
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
）
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
対
象
は
、
次
の
各
号
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

サ
ロ
ン
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

（１
）
こ
の
要
綱
に
沿
っ
た
活
動
で
あ
る
こ
と
。

（２
）
地
域
住
民
へ
の
働
き
か
け
が
あ
る
こ
と
。

（３
）
原
則
月
一
回
以
上
の
開
催
が
望
ま
し
い
。

枝
幸
町
社
会
福
祉
協
豊菌
ムで
は
、
町
医
王
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
団
体

の
自
主
的
な
運
営
に
よ
り
、
音口
齢
者
や
障
害
者
等
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
、

当
事
者
同
上
の
情
報
共
有
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
、
助
け
含
い
を
目
的
と

し
て
い
る
実
際
の
活
動

（ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
）
に
係
る
費
用
の
一部
を
助

成
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
団
体

こ
の
事
業
の
対
象
は
、
次
の
各
号
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

団
体
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

（１
）
団
体
の
自
主
的

ヽ
、
王
体
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
。

（２
）
広
＜
町
民
に
活
動
が
周
知
さ
れ
、
町
民
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
活

動
で
あ
る
こ
と
。

（３
）
四
年
以
上
の
活
藝
天
績
が
あ
る
も
の
で
、
構
成
す
一受
一云
員
が
十
名

以
上
有
す
る
こ
と
。

（４
）
特
定
の
政
治
団
体
、
宗
教
団
体
な
ど
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
。

■
助
成
金
の
対
象

（１
）
こ
の
要
綱
に
沿
っ
た
活
動
で
あ
る
こ
と
。

（２
）
地
域
住
民
の
た
め
に
広
＜
活
用
さ
れ
る
活
動
・
事
業
で
あ
る
こ
と
。

■
申
込
の
方
法

助
成
を
希
望
す
る
団
体
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

枝
幸
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
、
歌
登
支
所
の
窓
ロ
ヘ

お
越
し

く
だ
さ
い
。

一助
成
金
の
額

助
成
金
は

一
万
円
限
度
を
原
則
と
し
、
十
年
間
継
続
と
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

（令
和
二
年
度
実
施
分
）

令
和
三
年
七
月
三
十
一
日

（金
）
ま
で
と
し
ま
す
。

詳
し
い
助
成
の
内
容
や
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
枝
幸
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
直
接
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

枝
幸
町
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
６
２
１
２
６
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
６
９
１
２
０
２

１

歌
登
支
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
６
８
１
３
７
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
６
８
‐
３
７
１
７

（１
）
広
く
社
会
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た
福
祉
活
動
ｏ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
、
ま
た
そ
れ
ら
の
普
及
を
目
的
と
し
て
い
る
活
動
で
あ
る

こ
と
ｃ

（２
）
地
域
住
民
の
た
め
に
広
＜
活
用
さ
れ
る
活
動
。
事
業
で
あ
る
こ
と
。

（単
年
度
。
継
続
事
業
を
問
わ
な
い
）

※
会
員
限
定
の
研
喫̈
一（開
催
お
よ
び
会
員
の
研
喫̈
一不へ
の
参
加
経
費
。

そ
れ
に
係
る
交
通
書
等
や
、
団
体
等
の
運
営
に
係
る
費
用
は
助
成

金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一件

（
一
団
体
）
の
助
成
額
五
万
円
限
度
を
原
則
と
し
、
助
成
金
の

総
額
は
，会
云
の
予
算
内
と
し
、
二
年
間
継
続
す
る
。

助
成
金
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
金
と
本
会

財
源
と
す
る
。

〈
「
和

二
年

七

月

二
十

一
日

（
金

）
ま

で
と

し
ま

す

。

助
成
を
希
望
す
る
団
体
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
枝
幸
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
、
歌
登
支
所
の
窓
ロ
ヘ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

朗
成
金
の
額

助
成
金
は
、
継
続
す
る
二
年
間
で
四
万
円
と
し
ま
す
。

募
集
期
間

（令
和
三
年
度
実
施
分
）

令
和
二
年
七
月
三
十

一
日

（金
）
ま
で
と
し
ま
す
。

「

`

電手ヽ
,^ヽ

No4 3 5月 号

えさしちょう社協だより
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枝幸田]社会福祉協議会では、毎月1回心配ごと相談所を開設しています。相談業務には、社協の相談員さんがあたります。
生計・家庭問題・結婚・離婚等でお悩みの方は、ぜひこの機会を御利用下さい。『秘密厳守』で相談に応じます。又、個人相談
も行なっていますので、お気軽にご相談下さい。心配ごと相談所では、開設日以外でも常時相談業務を行なっています。

開設場所/保健福祉センター 3階 相談室

開設時間/午後 2時○○分～午後 3時 OO分

開設場所/うたのぼり交流センター 歌種

開設時間/午前 10時 OO分～正午

オ支
糸氏

相 談 員 相  談  員

幸   町
池 田 早 苗

西 海 秋 子

徳 志 別 西 野 九二子

山   臼 徳 保 明 子

新港町・宇遠内

南浜町。下幌別

油 谷 信 子

橋 田 てつ子

乙 忠 部 鳥谷部 美代子

風 烈 布 落 谷   勇

梅ケ枝町 渡 邊 明 徳 音  標 藤 田 英 子

本   町 佐 藤  清
歌登東町

中 町 良 幸

中 野 啓 子
栄   町

藤 岡

村 山

みち子

良 子
歌登南町

桐 原 利 彦

二本柳 洋 子北 幸 町 未 定

新 栄 町 保土澤   豊
歌登西町

情 野 久

松 本 由|

司

北 栄 町
石 丸 チヱ子

田 部 矢世美 歌登中央 田 中 美代子

北 浜 町 伊 藤 辰 雄
歌登桧垣町

松 井 末 子

五十嵐 公 子
三 笠 町

濱 田 ― 郎

福 丼 金 吾
本 幌 別
毛 登 B」 下 山 明 子

岬   町 未
‐
Nヒ

志美宇丹・上徳志別
大 奮・豊 沃 榊 原 久仁子

目 梨 泊 升 田 有『 子

間   牧 船 橋 裕 子 般毛内・辺毛内
西歌登・東歌登
共    栄

後 藤 英 治
岡   島 柳 本 利 子

の
類
印

定
書
領

所
る
受

き
※

幸町社協では、当該年度内に新 しく誕生 した新生児 (枝幸町動 を対象
おむつ贈呈事業 を行 っています。

申請書に必要事項記入のほか、母子手帳か、その他出生を証明で
を提示願います。
を押印 していただきますので、印鑑をお持 ちください♪

枝幸町社会福ネ止t務議会
イ呆1僕肇諮止センター3「皆  丁EL 62-2601

歌登支所
うたのばり交流センター母欠種 丁EL 68-3717

■編 集 。発 行/社会福祉法人 枝幸町社会福祉協議会

■事務局/枝幸町保健福祉センター内 T E L0163-62-2601 FA× 0163-69-2021  日EE 刷/谷川EE刷株式会社

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の助成金によつて発行 しています。

4月 15日
(水曜日) 船橋 裕子

10月 21日
(水曜日)

渡邊 明徳

5月 20日
(水曜日) 福丼 金吾

11月 18日
(水曜日)

村山 良子
6月 」7日
(水曜日)

徳保 明子
12月 」6日
(水曜日)

保土澤 豊

7月 15日
(水曜日)

鳥谷部美代子
1月 20日
(水曜日)

橋田てつ子

8月 19日
(水曜日)

藤岡みち子
2月 17日
(水曜日) 油谷 信子

9月 16日
(水曜日)

藤田 英子
3月 17日
(水曜日)

伊藤 辰雄

4月 10日
(金曜日) 松丼 末子

10月 9日
中野 啓子(金曜日

5月 8日
(金曜日) 桐原 利彦

」」月13日
(金曜日) 松本由紀子

6月 12日
(金曜日)

中町 良幸
12月 18日
(金曜日)

7月 10日
(金曜日) 情野 久司

」月 8日
(金曜日) 下山 明子

8月 21日
(金曜日) 五十嵐公子

2月 12日
(金曜日) 榊原久仁子

9月 11日
(金曜日)

二本柳洋子
3月 12日
(金曜日) 田中美代子

内細弓世

枝 幸 町 社 協 各地区ごとに相談員さんがおりますので、お気軽にこ相談下さい。

、ヽ́

犠耐
i饉

爾 1

歌 登 支 所

圃茫 と担当相談員

後藤 英治

■詳しくは、社会福祉協議会事務局讀でお問い合わせください。
保 健 福 祉 セ ンタ ー内 社協事務局 TEL 62-2601
うたのぼり交流センター内 支所事務局 TEL 68-3717
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